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 はじめに 
 
病院感染においてメチシリン耐性黄色ブドウ

球 菌 (methicillin-resistant Staphylococcus 
aureus: MRSA)は最も重大な微生物のひと
つであり、病院内に蔓延しています。近年、こ

れらの病院獲得 MRSA(hospital-acquired 
MRSA: HA-MRSA)とは異なる特徴を有する
MRSA が市井において出現し、世界的な問
題となっています。以下、この市井獲得
MRSA(community-acquired MRSA: CA-
MRSA)について述べます。 

表. HA-MRSA と CA-MRSAの比較 1)9)10)12) 

 HA-MRSA CA-MRSA 

薬剤感受性 多剤耐性 オキサシリン以外のほ
とんどの抗菌薬に感受
性（エリスロマイシンに
一部耐性） 

SCCmecの
遺伝子型 

I、II、III IV、V 

感染部位 種々の部位 主に皮膚、軟部組織 
毒素 種々の毒素

（低頻度） 
PVL、SEB、SEC、
SHEなど（高頻度） 

感染（保菌）
者の年齢 

主に高齢者 主に若年者  
CA-MRSAの特徴 

増加はまだ見られていません。  
 

医療機関において伝播した HA-MRSAを患者
が退院後も、または通院中においてしばしば

保菌していること、あるいは医療従事者や患

者の家族がしばしば HA-MRSA を保菌してい
ることは以前から指摘されており、HA-MRSA
は市井にも散在しています。市井で検出され

る MRSA の大部分は HA-MRSA であるとも
報告されています 1)。しかしながら近年、入院
や通院など HA-MRSA 感染のリスクがない健
常人における、HA-MRSA とは遺伝子的背景
の異なるタイプの MRSA による感染症の報告
が相次いでいます 2)。これらの MRSA は市
井に存在した黄色ブドウ球菌が HA-MRSA と
は異なる経緯で mecA耐性遺伝子を獲得し出
現したものと思われ、HA-MRSA とは区別され
CA-MRSA と呼ばれています 3)。 

世界的に見ると、CA-MRSA は HA-MRSA と
比較していくつかの異なる特徴を有しています

（表）。CA-MRSA の多くは MRSA の遺伝子
的分類法のひとつである staphylococcal 
cassette chromosome mec（SCCmec）が IV
型であり、黄色ブドウ球菌の一部の菌株（2～
3％）が産生する毒素 7)である Panton-
Valentine 型ロイコシジン（PVL）の遺伝子座を
高頻度に有しています 8)9)。なお SCCmec
が新しく V型に分類された CA-MRSAの報告
もあります 10)。CA-MRSA の抗菌薬感受性
は HA-MRSA と異なりオキサシリン以外のほ
とんどの抗菌薬に対して感受性を示します。た

だし菌株によってはエリスロマイシンに耐性を

示すことがあります 9)11)。 
  
感染部位は皮膚・軟部組織が多く、病原性は

HA-MRSA より強い傾向があります。近年の
CA-MRSA の症例ではトキシックショックや重
篤な軟部組織感染例が目立っており、また致

死率も高い傾向があります。黄色ブドウ球菌

は PVL や staphylococcal enterotoxin A-Q
型 （SEA-SEQ）など様々な毒素を産生するこ

CA-MRSA感染症は 1981年に CDCが報告
して以来 4)、米国、オーストラリア、中国、フラ
ンスなど世界中で多くの報告があります 5)。日 
日本でも CA-MRSA の一種と思われる
MRSA 検出の報告がありますが 5)6)、米国な
どで報告されているような CA-MRSAの 
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とが知られていますが 7)、CA-MRSA の病原
性が高い理由は PVL など HA-MRSA では
数％程度しか産生しないとされている毒素を

CA-MRSA では高頻度に産生するためである
と考えられています 9)11)12）。HA-MRSA 感
染は手術、人工透析、カテーテル留置、長期

療養施設の入所などがリスク因子として挙げ

られ、感染者の多くは高齢者です 9)。それに
対して CA-MRSA の感染症例では HA-
MRSA 感染のリスクがない健常若年者におい
ての報告が多いことも特徴の一つです 5)9)。 
 
CA-MRSAによる病院感染 
 
CA-MRSA による病院感染も報告されていま
す 13)。これは出産のため入院した産婦 8 例
が出産後に皮膚または軟部組織に MRSA 感
染を起こしたもので、入院後 4～73 日（平均
23 日）で発生したことから病院内伝播であると
推定され、分離された MRSA はすべて
SCCmec IV型、PVL、SECおよび SHEの遺
伝子を有していたため、CA-MRSA による病
院感染であると推定されました。感染経路は

判明していませんが、病院スタッフが原因菌を

病院内に持ち込んだ可能性、もしくは患者自

身または家族に保菌者がいた可能性が指摘さ

れています。 
 
おわりに 
 
日本でも、皮膚・軟部組織などの MRSA感染
について、CA-MRSAによる感染を疑うことが
必要な場合があると思われます。CA-MRSA
である場合には、毒素産生に関する注意が特

に必要となり、また抗菌薬感受性パターンも

HA-MRSA と異なります。なお、CA-MRSAの
感染対策は、標準予防策を基本とし必要に応

じて接触予防策を追加するという HA-MRSA
と同様の考え方でよいと思われますが 14)、感
染皮膚などからの排菌が拡散しないよう注意

する必要があります。CA-MRSAの消毒薬感
受性に関する報告はまだ特にありませんが、

HA-MRSAに対するのと同じく一般細菌を対
象とする消毒法を行えばよいと思われます

15)。 
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